
子育て世代・市長タウンミーティング事前質問及び回答一覧

　大テーマ：Ⅰ妊娠・出産、Ⅱ子育て支援、Ⅲ保育・教育、Ⅳその他

大テーマ 中テーマ 小テーマ 質問内容（概要） 回答

１．産後ケアサービス ① 産後ケアサービスへの補助金支給、人材育成の予定はあるのか伺いたいです。

　現在、母子保健事業として、助産師による産後の訪問指
導（１回）を行っていますが、今後これを拡充し訪問回数
を増やしたり、期間（産後１年未満）の拡充についても、
在宅助産師と検討し、その際、補助金も合わせて検討した
いと考えています。

２．病院以外の出産施設など
② 病院以外の出産施設（自宅出産も含め）を検討していただけますか？また、海外
のようなドゥーラシステムがあると、佐渡で出産したいという方も増えるのではな
いかと思います。

　病院以外の分娩を行うには、取り扱う医師や助産師が必
要となりますが、その際、医療設備も無いことからリスク
は高まってしまいます。このため、現在、実施している方
はいらっしゃいません。
　ドゥーラに関しては、国家資格や免許、ドゥーラの活動
を規定する法律は今のところありませんが、品川区などで
産後ドゥーラの資格取得費用の一部助成制度もありますの
で、貴重なご意見として参考にさせていただきます。

１．支援センター、児童館、学童保育 （１）支援センターや児童館の取り組み
③ 支援センターや児童館ではどんなことをされていますか？子どもたちの過ごし方
など教えてもらえたら嬉しいです。

　子育て支援センターは、未就園児とその保護者が利用で
きる施設です。保育士等が子育て中の方が抱える育児不安
などの相談や指導を行うほか、親子で楽しめる様々な行事
を開催し、育児支援を行っています。
　児童館は、満１８歳未満のお子様が利用できる遊びの場
です。平日は、小学生の利用が多く、施設内で友人と遊ん
だり、宿題や読書をしたりして過ごしています。

１．支援センター、児童館、学童保育 （２）支援センターの利用範囲拡大等

④ 就学児が支援センターに行けず、苦しい思いをしました。風邪の治りあけで、保
育園を休ませた時に断られました。就学児も利用出来るようにして欲しいです。ま
た、支援センターが土日休みなのが大変つらいです。持ち回りでも、支援センター
をあけてもらうことはできないでしょうか。

⑤ 支援センターのおもちゃは古いものも多く、電池が切れていたり、壊れているも
のも多い気がする。適宜新しいものも追加して欲しいし、壊れているものは使える
ように直して欲しいです。

⑥ 子どもと一緒に参加できるイベントをもっと色々な場所で増やして欲しいです。
新潟市の「いくとぴあ」のような施設や、子どもを連れて行けるカフェのような所
を増やして欲しいです（遊ばせながら親はリラックスできるような）。市営でも、
公営でも（保健師が在中して相談できるとなおうれしい）。

　就園児の利用や土日の開設なども含めて利用者のニーズ
を確認し、どうすればより利用しやすい支援センターにな
るのか、具体的な検討を進めているところです。
　また、病後の児童のご利用については、病後児保育施設
のご利用をお願いしています。金井保育園内にあります金
井病後児保育室「ほほえみ」のご利用をご検討ください。

　支援センターのおもちゃに関しては、ご不便をおかけし
て申し訳ございません。早速現場に指示し、点検・確認作
業を行いました。

　お子さまと参加できるイベントや、保健師による相談指
導などを各センターで企画しています。各月の予定はホー
ムページやFacebook掲載のセンターのおたよりでご案内し
ていますので、是非ご利用ください。
  ※子育て支援センター資料もあわせてご覧ください。
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１．支援センター、児童館、学童保育 （３）学童保育の施設開放
⑦ 学童保育で使用している行政施設を、土日でも一般解放していただけないでしょ
うか。

　令和２年１０月から日曜・祝日に佐和田児童クラブの遊
戯室を開放しており、多くの方にご利用いただいていま
す。
　一方で、おもちゃの破損・紛失、トイレの汚れなど問題
がある利用方法が見られます。そのような状況が続きます
と利用制限をしなければならなくなりますので、皆さんが
気持ちよくご利用していただけるようご協力をお願いしま
す。

２．子どもの遊び場 （１）公園の遊具
⑧ 佐渡市の公園には本州と比べて遊具が無い事が多いです。金井の運動公園に少し
遊具が出来たが、昔のように大型遊具を設置する計画などありませんか？

　大型遊具の設置は、維持管理費が負担となり、現状とし
ては難しいところです。市では国の交付金の対象となる老
朽化した遊具の更新を基本として管理しています。
　今後についても、公園遊具の安全点検を実施し、老朽化
が著しいものから順次、更新することになりますので、そ
の際には利用者のニーズに即した施設となるよう努めてい
きたいと考えています。

２．子どもの遊び場 （２）雨の日の遊び場 ⑨ 雨の日の遊び場の充実をお願いしたいです。

　佐和田児童クラブの遊戯室開放のほか、１８歳未満の児
童が遊べる児童館（ちのわの家、畑野児童館）や羽茂Ｂ＆
Ｇ海洋センターのキッズスペースなどもありますので、是
非ご利用ください。

２．子どもの遊び場
（３）屋内の遊び場
（佐和田の総合体育館）

⑩ 屋内で小学生が遊べる場所がありません。佐和田の総合体育館にはチャイルド
ルームが充実していますが、未就学児のみです。小学校低学年にも解放していただ
けませんか。

　佐渡市総合体育館のチャイルドルームについて、開設当
初は未就学児の兄弟など、小学生の使用を認めていました
が、体力差があり、未就学児が安全に遊べないとの苦情が
あったことから、現在は未就学児のみの利用としています
ので、ご理解ください。

１．保育園や幼稚園、小学校 （１）給食

⑪ 保育園などの給食にもっと地産品を取り入れられないでしょうか？海産物、野
菜、果物を始め、多くの食材が豊富であるのに、献立表に載る地産品の品目が少な
いのではと感じます。おやつについても、既製品の菓子ではなく、干し柿やふかし
芋などの、素材を生かした栄養価のあるメニューを増やしてほしいと感じます。

　生産量が十分な地場産食材や、流通している地場産食材
は積極的に使用しています。
　おやつについては、時期の食材（さつまいも、じゃがい
も）などを使用し、提供できるよう努力しています。
（ふかしいも、スイートポテト、大学いも、青のりポテト
など）

１．保育園や幼稚園、小学校 （１）給食
⑫ 最近牛乳が危険だと本などが出ていますが、佐渡市の給食は牛乳を出し続けるの
でしょうか？学校や保育園の給食に牛乳を廃止していただくか、せめて回数を減ら
してただきたいです。

　学校給食法施行規則において、学校給食は、完全給食
（パン又は米飯＋ミルク＋おかず）、捕食給食（ミルク＋
おかず）、ミルク給食に区分され、いずれにもミルクが含
まれいます。佐渡市は完全給食を提供しており、学校給食
実施基準に基づき、年齢や個々の健康状態に配慮した給食
を提供しています。
　また、給食で提供される食材に危険なものがある場合
は、国から使用禁止の通達等が出されますが、牛乳に関し
て通達は届いておりません。よって、今後も牛乳を提供し
ていく予定です。
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１．保育園や幼稚園、小学校 （２）小学校
⑬ 佐渡市全部の小学校でスキー教室を行えるようにはできないのでしょうか(対象
学年は各学校に委ねるかたち)。

　スキーに関しては、学習指導要領に示されていないの
で、必ず学校現場で扱わなければいけない内容ではありま
せん。
　学校によっては、スキー教室は実施しなくても、キャン
プや民泊体験などの他の行事を実施する場合があります。
　学校行事の内容については、各学校に委ねられています
ので、各校の特色を出してもらえればと思います。

１．保育園や幼稚園、小学校 （２）小学校
⑭ 社会教育で、今年度キャンプ事業が予算にありまたしがどのような内容でしょう
か？

　野外体験・仲間との共同生活を通じて、豊かな人間性や
生きる力を養い、心身の成長を促すことを目的に、小学４
～６年生を対象（募集５０名）として、１泊２日のキャン
プを実施します。
　なお、日程、会場等が決まりましたら、改めて小学校を
通じてご案内しますので、多数の方から参加していただき
たいと考えています。

１．保育園や幼稚園、小学校 （２）小学校
⑮ 廃校になった学校で、行き場を失った本を子供たちに還元できないでしょうか？
本フェスティバル等を佐渡市が主催し、イベントにして無料配布等行うと市民は喜
ぶかと思います。

　廃校後の図書については、使用できるものは市内小中学
校及び市内図書館で使用して、古くて使用できないものは
廃棄し、それ以外は廃校の校舎で保管しています。
　廃校後の学校で保管している図書については、団体等か
ら譲与に関する要望書をご提出いただければ、使用目的に
より団体等で使用していただくことができます。

１．保育園や幼稚園、小学校 （２）小学校
⑯ 松ヶ崎小中学校「特色ある学校教育を目指す」とあるが、どれくらいの具体案が
あるのか、可能なのか、ぜひ市長さんのお考えを伺いたいです。

　松ヶ崎小中学校では、人口減少に伴う学校の統廃合、地
域の衰退を危惧しており、島留学（松ヶ崎留学）を推進
し、令和３年度から第一期留学生の受け入れ体制を整備し
ています。日本海側最大の島の小さな学校で、子育ても含
めて地域全体で応援する取組は特色の一つです。
　また、昨年度より、佐渡市の全小中学校でコミュニ
ティ・スクールが設立されました。松ヶ崎小中学校では、
地域おこし協力隊の方がコミュニティ・スクールの委員に
加わり、島内では先駆けて学校と地域の連携協働の活動を
進めてきた学校と言えます。先日、新潟日報で紹介された
「子どもの元気は地域の元気プロジェクト」は、特色ある
教育活動のひとつであり、特に松ヶ崎小中学校は地域と一
体化した教育がその特色と言えます。
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Ⅲ ２．学校以外の選択肢
⑰ 学校以外の選択肢、居場所が必要な気がしています。あすなろ教育やヒューマン
アカデミーなどの他に、新たにそういった場所を設ける予定はありますか？

　あすなろ教室は、真野と畑野の２か所に教室を開いてい
ます。現在、それぞれ若干名の児童生徒が利用をしていま
す。児童生徒の居場所のひとつとして活用できれば、各教
室内での児童生徒同士のかかわりの機会ができ、有意義な
時間を過ごすことができます。
　また、昨年度８月から子ども若者相談センターで両津に
あるフリースペース「はばたき」を指定して、学校以外の
居場所として利用できるようになりました。それも活用い
ただけるとありがたいです。
　まずは、現在設置されている場所の活用を進め、新たな
場所づくりについては、今後の需要等を見ながら必要に応
じて検討していきたいと思います。

Ⅳ １．飲食店への支援

⑱ 飲食店を巻き込んだ食育について、もっと気軽に親子で外食しやすい環境を整え
る必要性を感じます。
　例えば、子供向けに味付けを薄くしていたり、食材にこだわっているなど、メ
ニューの配慮だけでなく、子供用のいすや補助具をそろえたり、個室や座敷席を用
意している飲食店を推奨し、そういった取り組みに力を入れている飲食店で親子が
食事をする場合は、食事代のいくらかを市が負担して飲食店へ支払うといった支援
策はいかがでしょうか？
（旬の地産品を多く提供することで、食育にもつなげることができます。）

　小さいお子さんがご一緒でも、安心して飲食店などをご
利用していただける環境づくりは必要であると考えており
ますが、飲食店の環境づくりは、行政主導ではなく、商工
会等が中心となって取り組むべきものです。
　市では、地産地消条例を制定し、それぞれの役割分担の
下、佐渡産品の積極的な利用促進に取り組んでいるところ
です。

Ⅳ ２．子育て世代のワークショップ
⑲ 先日企画課にて行った、子育て世代のワークショップで、たくさんの意見が出て
いましたが、それらの意見についての市長の見解などをきいてみたいです。

　子育て世代のワークショップでは、「子育てしやすい佐
渡市にするには」をテーマに「佐渡市の子育て支援策の評
価」や少子化を解決するため、「もう１子の出生に向けた
アイディア」などについて参加された保護者の方から多く
のご意見をいただきました。
　市の支援策の評価については、「子どもの医療費助成」
や「子育て支援センターの充実」、「妊婦検診・妊婦歯科
検診の無料支援」等について一定程度の評価いただいてお
ります。一方、「こどもの遊び場が少ない」、「子育て情
報が少なく分かりにくい」、また「パパママが交流できる
場を設けてほしい」などのご意見もいただいています。
　現在、佐和田行政サービスセンターの横に佐和田児童ク
ラブがありますが、日曜日は遊戯場を開放し、雨の日でも
お子様が遊べる環境を整えています。将来的には他の地域
にも整備したいと考えています。
　また、佐和田行政サービスセンターの２階、３階にある
議場は、令和６年度に金井の本庁舎に移転することとなっ
ていますので、移転後の佐和田行政サービスセンターの２
階、３階を子育て世代や若者が集えるような場所にしたい
と考えています。
（例えば、３階はイベントスペースや図書館、高校生が勉
強できるスペースとして、２階は畳を敷いて子どもの読み
聞かせやパパママの交流ができる場所など）
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